
26

モ ンクロシ ャチ ホコお よびセグ ロシ ャチ ホ コの

幼 虫の摂 食量 について

古 野 東 洲 ・白 猪 吉 郎*

On the Feeding Especially of the Black-marked Prominent  (Phalera 

 flavescens Bremer et Grey) and the Black-back Prominent 

 (Clostera anastomosis  tristis Staudinger) 

              Tooshu FURUNO and Kichiro SHIRAI*

目 次

要 旨26

まえがき28

個体飼育28

1.モ ンクロシャチホコおよびセグロ

シャチホコの飼育

2.モ ンクロシャチホコおよびセグロ

シャチホコの生活史

摂食量30

脱糞量33

摂 食 量 と 脱 糞 量 と の 関 係34

1.モ ン ク ロ シ ャ チ ホ コ お よ び セ グ ロ

シ ャ チ ホ コの 幼 虫 の 摂 食 量 と脱 糞

量 と の 関 係

2.他 の 食 葉 性 害 虫 と の 比 較

幼 虫 の 体 重 と摂 食 量 と の 関 係37

あ と が き38

文 献38

Resume.............................................39

要 旨

林 木 の 生 育 に あ た え る 食 葉 性 害 虫 の 影 響 を 解 明 す る に は,林 木 の 反 応 を 調 査 す る と と も に,defoli・

atorと して 作 用 す る 側 の 食 葉 性 害 虫 の 食 害 量 摂 食 量 を 明 ら か に す る こ と は 重 要 な こ と で あ る 。

本 報 告 は,近 年 と く に 公 園 や 並 木 の ソ メ イ ヨ シ ノ や ヤ マ ザ ク ラを 食 害 し,そ の 被 害 が 目 立 っ て き た

モ ン ク ロ シ ャ チ ホ コ の 幼 虫 お よ びtプ ラを 食 害 す る セ グ ロ シ ャ チ ホ コ の 幼 虫 の 摂 食 量 を 個 体 飼 育 に よ

り調 査 し,脱 糞 量 と の 関 係 を 求 め た も の で あ る 。

モ ン ク ロ シ ャ チ ホ コ(PhaleraflavescensBremeretGrey)は1966年 に は イ トザ ク ラ(Prunus

subhiyte〃dverpendula(Maxim.)Tanaka),1967年 に は ヤ マ ザ ク ラ(P.jamasakuyaSieb.,

exKoidz.),1968年 に は ソ メ イ ヨ シ ノ(P.yedoensisMatsum)を 餌 と し て,セ グ ロ シ ャ チ ホ コ

(ClosteraanastomosistristisStaudinger)は ポ プ ラ(Populuseuramericanacv.1-154)を 餌

と し て1968年 に 飼 育 し た 。 さ ら に,1968年 に は 両 種 の 飼 育 と と もに,オ オ ケ ンモ ン(Apatelemajor

Bremer)お よ び リ ン ゴ ケ ン モ ン(A.incretataHampson)を ソ メ イ ヨ シ ノ で マ イ マ イ ガ(Lymantria

dasparLinne)を ポ プ ラ で 飼 育 し た 。

調 査 結 果 を ま と め る と つ ぎ の よ う に な る 。
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1)京 都 附近で は,モ ンクロシャチホ コは8月 上旬～下旬 に鰐 化 し,幼 虫 期間約35日 の後,9月 下

旬～10月 上 旬 に蠕化 し,蝋 態 で越冬 し,翌 年 の7～8月 に羽化す る。 セグ ロシャチホ コは4月 か ら9

月 下旬 まで に5世 代を くりか え し,幼 虫期間 は15～23日,蝋 期間 は4～12日 と発生 の時期によ り差が

み られ る。5世 代 目の成虫が産下 した卵 は年 内には艀化せず卵態 で越冬 した(表 一1,図 一1)。

2)オ オ ケ ンモ ン,リ ンゴケ ンモ ンの幼虫期 はモ ンクロシャチホ コとほぼ同時期で,蠕 態で越冬 し

た。 しか し9月 まで の経過 は今 回は調査 しなかった。

3)モ ン クロシャチホ コ,セ グロシャチホ コともに幼虫期を5令 または6令 で経過 し,前 者 はほぼ

半 々で あったが,後 者 は6令 まで み られ るものはす くなかった。両種 とも雌雄 はほぼ1:1で あ る。

4)1頭 当 りの摂食量 は,モ ンクロシャチホコでは,雄 は730～890cm2,5200～6200mg(ヤ マ ザ

クラ),680～770cmz,4700～5300mg(ソ メ イ ヨシノ),雌 は920～1030cm',6400～7000mg(ヤ マ ザ

クラ),700～890cm2,5000～6200mg(ソ メ イ ヨシノ),セ グ ロシャチホ コで は,ポ プ ラ葉で雄 は80

～170cmz,400～750mg,雌 は110～270cmz,590～1200mgと な り,雌 雄 による差は著 しい。

5)マ イ マイガのポプ ラ葉摂食 量は,雄 は520～540cm2,3000～3100mg,雌 は870～1440cmz,

4900～8200mg,オ オ ケ ンモ ンの ソメイ ヨシノ葉摂食量 は1160～1320cmz,7940～9040mg,リ ンゴケ

ンモ ンのソメイ ヨシノ葉摂食量 は420～760cm2,3000～5300mgと な った。

6)蝋 化 前 の摂食 量は非常 に多 く,最 終令 での摂食量 は,モ ンクロシャチホ コで は全 摂食量 の80～

90°o,セ グ ロシ ャチホ コでは85～90%で,さ らに,そ の前令期 での摂 食量 を加 えると,前 者 で93～98

%,後 者 で96～98%と な り,最 終令 とその前令 期での摂 食量を調査 し,全 摂食 量を推定 しても大 きな

間違い とはな らない(表 一3)。

7)摂 食 量 と脱糞量 との関係 は,両 対数 グ ラフ上 で,ほ ぼ直線 関係が得 られ,そ の関係式 はつ ぎの

よ うにな った。

モ ンクロシャチホ コでは(図 一3,4)

ヤ マ ザ クラ葉摂食

109La=O.99408109D-0.77996(1)

logZ,"=0.98500109D十 〇.09270(3)

ソ メ イヨシノ葉摂食

logLa=0.9511610gD-0.55593...............................................................CZ)

logLw=0.9970210gD十 〇,14344(4)

La:摂 食 葉面積cmz,Lw:摂 食 葉絶乾重量mg,1):脱 糞 絶乾重量mg,

の よ うにな り,餌 によ りす こし差がみ られた。

セ グロシャチホ コでは年間を まとめ ると(図 一5)

10g五"ロ0.9425810gD十 〇,26487(5)

の よ うにな った。 しか し,各 世代別に求め ると(図 一6)

1,2イ ヒ期lo9五"-0.942981091)+0.30423(6)

3化 期lo9五"-0.93850109∠)+0.29727(7)

4化 期logLu=0.945021091)十 〇.24700(8)

5化 期10gL"ユ0,9498610gD十 〇.19468(9)

の よ うにそれぞれです こし差がみ られ るが,そ の勾配にはほ とん ど差はみ られない。

8)同 時 期に同樹種 を餌 として摂食 した場合,摂 食 量と脱糞 量との関係は,と くに種 による差 はみ

られずほぼ同 じになった。 すなわち,5月 ～6月 にポプ ラ葉 を摂 食 したセグ ロシャチホ コの1お よび

2化 期の幼虫 とマイマイガの幼虫 で,お よび9月 ～10月 に ソメイ ヨシノの葉を摂食 したモ ンクロシャ

チホ コ,オ オケ ンモ ンおよび リンゴケ ンモ ンの幼虫 で,前 者 はセグ ロシャチホ コの1お よび2化 期で



の関係(6式)で マイマイガもほぼ満足 し(図 一7),後 者はモンクロシャチホコでの関係(4式)

でオオケンモン,リ ンゴケンモンともにほぼ満足 した(図 一8)。

9)幼 虫の体重と摂食量との関係は,大 分バ ラッキがみ られるが,摂 食量は体重にほぼ比例するよ

うである。 しか し,モ ンクロシャチホコとセグロシャチホコの両種間では相当に大きな差があらわれ

た(図m)。

ま え が き

食葉性害虫は,そ の食害の程度によっては,林 木の生育に大きな影響を与えている。たとえば,ア

カマツ林に生息するマツカ レハの食害は,時 期によっては被害木を枯死させるため,林 業的に,マ ツ

カレハは食葉性害虫のなかでも最も注目されている害虫である。さらに,時 々大発生を くりかえすマ

イマイガの被害も見過すことはできないであろう。

食葉性害虫による加害は,被 害木が枯れな くても林木がその葉を食害 されることから,葉 量減少に

ともな う生長減退となってあらわれ,ま た反面,林 木の葉量減少に対する反応 も,常 緑樹 落葉樹,
--E>

針葉樹,広 葉樹 さらに樹種によってもさまざまのようである。すなわち,ア カマツ,ク ロマツでは,

葉量減少による生長減退は激 しく,針 葉の伸長終了後に全部の針葉がなくなれば枯れるが,落 葉広葉

樹類(ヨハリ)では,生 長期に一度 ぐらい葉が全部なくなっても枯れることはまれのようである。葉量の異常な

減少が林木の生育にあたえる影響 生長減退,枯 死など については摘葉試験,被 害林木の被害

解析により,明 らかにされつつあるが,さ らに,基 礎的にはこの原因となるdefoliatorの 一員であ

る食葉性害虫の摂食量をも知る必要がある。

一次生産である林木の生育に影響を与えている食葉性害虫の食害量を知 っていることは害虫を駆除

する場合にも重要なことである。被害が目立 ってからあわてて対策をたてることは手お くれで,害 虫

駆除はおこるであろう被害を推定 して,先 手をうつことが大切と思われる。 このためにも,そ れぞれ

の害虫の摂食量 食害量を調査することは有意義であり,し なければな らないことであろう。

現在までのところ,わ が国では,マ ッカレハ(DendrolimusspectabilisButler),マ イマイ(きコの)ガ
ionim

(LymantriadisparLinne)お よ び クスサ ン(DictyoplocajaponicaButler)の 大 型 の食葉性害虫

とアメ リカシロ ヒ トリ(HyphantriacuneaDrury)以(   おラ)外 には,そ の摂食量 は調査 されて いな い。

本報 告は,近 年 と くにその被害 が 目立 ってきたモ ンクロシ ャチホ コ(PhaleraプlavescensBremer

etGrey)お よ びセ グロシャチホ コ(ClosteraanastomosistristisStaudinger)の 幼 虫 の摂食量 を個

体飼育 によ り求 めた結果 を まとめた ものである。さ らに比較 のため に,オ オケ ンモ ン(Apatedemajor

Bremer),リ ンゴケ ンモ ン(A.incretataHampson)お よ びマ イマ イガの幼虫を も個体飼育 した。

モ ンクロシャチホコは,サ クラ類(Prunus),ミ ズ メ(BetulagrossaSiebetZucc.),タ チ バナ

モ ドキ(PyracanthaangustifoliaSchneid.)を 食 害 し,と くに公園や並木 の ソメイ ヨシノ(Prunus

yedoensisMatsum.),ヤ マザ クラ(P.jamasakuraSieb.,exKoidz.)の 被 害が 目立 ち,開 花 に

も影 響をあたえてい ると思 われ,セ グAシ ャチホコはポ プラ(Populus)を 食害 し,そ の植栽 木の被

害 も大 きいよ うで ある。

個 体 飼 育

1)モ ンクロ シャチホ コおよびセグ ロシ ャチホ コの飼育

イ)モ ンク ロシャチホ コ

調 査 は以下 に示すよ うに,1966年 か ら1968年 ま で3力 年 にわた り,合 計31頭 を 個体 飼育 したが,

1966年 の飼育 は予備的に行 なったもので ある。



29

1966年:8月30日 に脱皮 した5頭,こ れ らは9月8～10日 に蠕 化 した。9月5日 に脱 皮 した5頭,

この うち4頭 は途 中1回 脱皮 し,9月 下 旬蠕化,1頭 は2回 脱皮 し,10月 上 旬蠕化 した。供試 した10

頭 は いずれ も農学部構 内の ヤマザ ク ラ葉を食害 中の ものを採取 し,イ トザ クラ(P.subhirtellavar

pendula(Maxim.)Tanaka)を 餌 として飼 育 した。

1967年:8月26日 艀 化,8月30日 に第1回 目の脱 皮を した10頭 を ヤマザ クラ葉上 よ り採取 し,食 害

して いたヤマザ クラを餌 と して飼育 した。その結果,以 後3回 または4回 脱皮 し,9月 下 旬～10月 上

旬 に蠕化 した。

1968年:9月2日 に第1回 目の脱皮を した11頭 を 農学部構 内の ソメイヨシノ葉上よ り採取 し,ソ メ

イ ヨシノを餌 と して飼育 した。供試虫 は前年同様3回 また は4回 脱皮 し,9月 下旬 ～10月 上 旬に蠕化

した。

以上 の飼育 には,シ ャー レ(径9cm,高 さ2.5cm)と 飼 育 ビン(径9cm,高 さ8cm)を 用 い,演 習

林研究室 で調査 した。

ロ)セ グ ロシャチホ コ

1968年4月30日 に,農 学部演習林本部苗畑の ポプ ラの葉を食害 していた3回 目の脱 皮直前と思 われ

る1化 期の幼虫10頭 を 採取 し,ポ プラの葉を餌 として,モ ンクロシャチホ コ同様に室 内で飼育 した。

これ らの幼虫 は1回 脱皮 して5月 中旬 に蠕化,5月 下 旬 に羽化 した。 この うちの一つが いの成虫が産

下 した卵塊 よ り艀化 した幼虫(2化 期)を 続 けて飼育 し,以 後同様 に9月 下旬 まで,ポ プラの葉 を餌

として歴 代飼 育を くりかえ した。

Table1.Resultsofindividualbreeding.
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2)モ ン クロシャチホ コおよびセ グロシャチホ コの生活 史

両種 の個体飼育結果 を示 すと表一1の よ うになる。 なお,モ ンクロシ ャチホコの羽化 日は正確 に確

認 しなか った。 また,飼 育 途中で死亡 した ものはモ ンクロシャチホ コにはなか ったが,セ グロシャチ

ホ コでは,1化 期 の供試虫 で2頭,2化 期 で2頭,3化 期 で3頭,4化 期 で2頭,5化 期 で3頭 が幼

虫期 の途 中で死 亡 した り,蝋 化 したが羽 化 しなか ったので,表 一1で はこれ らを除 き,完 全 に一生 を

終 えた もので まとめた。

モ ンクロシャチホコは年1回 の発生で,8月 上 旬～ 下旬 に鰐化(1966年 に は8月30日 に すでに終 令

にな った幼虫 を採取 した。 また,1967年,1968年 と もに供試虫を採取 した時すで に4令 に発育 して い

た幼 虫 もみ られた),9月 下 旬～10月 上旬 に5令 または6令 を経過 して蠣化,蠕 態で越冬 し翌年 の7

～8月 に羽化す る。幼虫期間 は,飼 育個体中最 も短かかった もので32日,最 も長 かった もので40日 で

,平 均す ると35日 にな る。 また,い ずれの個体 も蠕化前 の約5日 間 は全 く摂食活動 を行 なわなかった。

セグ ロシャチホ コは年5回 の発生 で,4月 か ら9月 下旬 まで摂食 を くりか えす。飼育個体 にみ られ

る幼虫 期間および蠕期間 は,そ れぞれ15～23日,4～]2日 と発生 の時期 によって差が あ り,こ れ は温

度 に影 響 され るよ うで,試 みに演習林本部苗畑 での観測結果 よ り,各(ユの)化期 の幼虫期,蠕 期での平均温

度(午 前9時 観測)を 求め ると,1化 期 蠕期19,4°C,2化 期 幼虫 期22.8°C,蠕 期22.8°C,3化 期 幼

虫期26.2°C,蠕 期27.6°C,4化 期 幼虫期27,6°C,蠕 期25.7°C,5化 期 幼虫期22.5°C,蠕 期21.2°C

とな り,そ れ ぞれ温度変化 によって所要 日数 に長短がみ られ る。本種 は蠕化 にさきだ ち うすい まゆ を

作 り,1～2日 を経 て蠕化 した。

幼虫期 を5令 または6令 で経過 したが,6令 ま でみ られた ものは2化 期の幼虫で,13頭 中1頭,4

化 期 で10頭 中6頭 で,他 はすべて5令 を経て蝋 化 した。 すなわち,幼 虫期 を6令 まで経験 する ものは

す くな く,大 部分 は5令 を経て蝋 にな るよ うであ る。

性比 は両種 ともほぼ1:1と 思 わ

れ る。す なわ ち,モ ンクロシ ャチホ

コで は,3回 の飼育合計で雌16頭,

雄15頭,セ グロシャチホコで は,3

化 期 と5化 期で前者 は雌が多 く,後

者 は雄が多 くなったが,年 間 を通 じ

ての全羽化個体 は雌26頭,雄25頭 と

な った。

以上の飼育結果 よ り,京 都附近 で

の両種 の生活 史は図一1の よ うにな

る。 なお,セ グ ロシャチホ コは幼虫

越冬 と もいわ れているが,今 回の飼

育 では5化 期 の成虫 よ り産下 された

卵 は年 内には艀化 しなかった。

摂 食 量

餌の葉は1～2日 ごとに新鮮なものととりかえ,与 える前にあらかじめ葉形を紙にうつしとり,と

りかえる時に残 されている葉を再び紙にうつし,プ ラニメーターおよび点間隔2mmの 点格子板を用

いて葉面積を求めた。 さらにこの葉面積を葉重量に換算できるように,各 時期に応 じて餌に用いる葉

をサンプルし,葉 面積と葉重量の関係を求めた。葉面積で求められた摂食量はこの面積一 重量の関

係を用 いて葉重量にも換算した。
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な お,モ ンクロシャチホ コの1令 幼虫 は体長3～4mmで,そ の摂食 は葉 肉をなめ るため,面 積 と

しては求 め られず,セ グ ロシャチホ コは さらに小 さ く,艀 化後 の幼虫 は1.5～2.Ommで,1令,2

令 幼 虫 は葉 肉のみ を摂食 し,葉 の全断面 を摂食 して葉面積が求め られ るのは,ほ とん どの個体 が,前

Table2.Thefeedingofalarvaofblack-markedprominent(Phaderaflavzscrns

BremeretGrey)andblack-backprominent(Clos:eraanastomosistristas

Staudinger)ateachinstar,anditsleafareaofPrunussubhartellaver

pendula(Maxim.)Tanaka(1966),P.jamasakuraSieb.,exKoidz.(1967),

P,yedoens%sMatsum.(1968)andPopuluseuramericanaCv.1-154inCm2.

、,xNumbeof「 … 一一 一 一 一.1・ ・… 一.T…1

雅Yl-1234・1・AreaDryweigh、  
a3-一 一 一461.2(cm2)(mg)

Phalera♀2-一 一 一494.0

/lavescensδ2-一 一35.4518.6

(1966)♀2-一 一547576.3

♀1-一 一34.3144.7749.4一一
SI41-12.6116.3185.11651.71175615281Ph

aleraaIlI
‐11 .8111.4146.51126.81695.3188216163

flavescens ♀1 -3 .416,096.8804.59216443

(1967) ♀4 -1 .610,941.8127.9816.09996974

3131-f1.6116.2156.81659.01173415132.,,,
al21‐11.417.7122.9199.91634.1176615273

/lavescens ♀5 -2
.219.383,3705.08105673

(1968) ♀ ユ ー ユ,19.63ユ.6ユ26.0675.884558ユ3

δ4(0.3)(0.7)(2.2)12.5129.4145.16441

♀4(0。3)(1.0)(3.8)21.9212.7239.71066

SI51(0.2)ICO.4)11.216.3172.31180.41431
皿

♀4(0.2)(0.5)1.511.3106.5120,0644

S4CO.2)0.41.87.985.996.2617Cl
ostera皿

.♀8(0.2)0.52.512.4127.5143.1915
anastomosas -一.一一●.
tristasIISI210.210.511.2i11.7189.711103.31647

a30.20.41.13.710.6106.1122.1765N

♀20.20.51.916.0113.61132.2828
1

♀3
-一一 〇.a-0.4主 ±.4.1--15.4-138・ ヱ1160・21006

aI61CO.2)1(0.5)12.2111.1.185.81199.81644
V ♀2(0

.2)(0.5)2.716.3112.9132.6857

者 は2令,後 者 は3令 になってか らで あった。飼育個体 の摂食量の平均値 を令別に示 す と表一2の よ

うにな る。 なお,セ グロシャチホ コの1,2令 幼虫 の摂食量 は推定 したもので,ま た,表 一1と 供試

個体数が一 致 しないのは脱皮 日,蝋 化,羽 化調査だけで,摂 食量 を求 めなか った個体が あったためで

あ る。

1頭 当りの全摂食量はモ ンクロシャチホ コでは,雄 は730～890cmz(ヤ マ ザ クラ),680～770cm2(ソ

メ イ ヨシノ),雌 は920～1030cm2(ヤ マ ザ クラ),700～890cmz(ソ メ イ ヨシノ),セ グ ロシャチホ

コでは,雄 は80～170cm2,雌 は110～270cm2と な り,後 者では同性で も大 きな差がみ られる。 また,

既 知 の食葉性害虫同様 に雌の摂食量が雄 よりも多 く,雌 雄に差があ らわれるのは終令幼虫期 またはそ



の前令期からである。なお,セ グロシャチホコで,と くに2化 期のものの摂食量が他時期のものに比

べてす くないが,こ の原因は明らかでない。

比較的大型であるモ ンクロシャチホコは1頭 で,多 い個体はサクラ類の葉を1000cm2も 摂食する

のに,今 までその被害が見過されていたのは,そ の発生の時期が樹木の生育期の後半で,さ らに食害

が目立つ終令の時期はすでに9月 下旬～10月 で,被 害木の うける影響も生育最盛期に比べればす くな

いこと,ま た,落 葉期に近 く,す こし早 く落葉 したかと考えるだけで軽 く見 られていたのではないか。

しか し,毎 年 くりかえ し被害をうければ,被 害木は枯れ,さ らに枯れな くても開花には相当に影響す

ると思われるので,発 生地での本虫に対する注意はおこたってはならない。セグロシャチホコは1頭

の摂食量はす くないが,年 に5回 も発生をくりかえす ことは,害 虫 として注 目すべきであろう。

表一2よ り明らかなように,さ らにマツカ レハ,ク スサン,マ イマイガで もみられたように,本 調

査の両種 も最終令での摂食量が全摂食量の大部分を占めていることがわかる。すなわち,最 終令での

摂食量と全摂食量とを比較すると表一3の ようになる。

Table3.Thefeedingduringthelastandthepreviousinstars,

andtheirratetothetotalfeeding.

In、t。,。fFeedi・g(mg)R・t・(%)Sex

larvaTotal(A)LastinstarPrevi°usB/A(B+C)/A(B)i
nstar(C)

al515281145471596186.1197.4

Phaleraflavescens(1967)366163485288578.793.1

♀56443561468987.197.8

♀66974569489281,694.4

31515132145931433189.5197.9

Phaleralfavescens(1968)a6527314320725181.995.7
RI515673149111634186.6197.7

♀65813・4604904'79。294.8

SI516441578153189.8198.O
I

♀510669519389.297.9

854313873489.897.7

皿 ♀56445716188
.798,1一一一一.一一一.

a56175515189.397.6「 皿

ClosteraI//〃wsis♀ ・59158178089・398・0
-一.醒 一 一 一 一一一 一一 了一 一

■o

trtsttsδ56475637387
.098.3

♂67656666687.195.7N

♀582871210086.098.1

♀610068709786.596.1

al516441554172186.5197.2

V ♀585772910585
.197.3

最 終令の摂食 量は絶乾 重量比率 で,モ ンクロシャチホ コは全摂 食量の80～90°o,セ グ ロシャチホ コ

は85～90°oと な り,こ れ にその前 令の摂食 量を加える と,前 者 で93～.;.,,後 者 で96～.;.,と な る。

この ことは最終 令 とその前 令での摂食 量を調査 すれ ば,ほ とんど全摂食量 を求 めたことにな り,こ れ

か ら全摂食量を推定 して も大 きな間違い とはな らないであろ う。
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以上のことから,現 実に駆除作業を実施する場合,す くなくとも,幼 虫が終令に発育するまでに作

業を実行すれば,相 当の効果が得られ,さ らにすこし早 く幼虫の発生を確認 し駆除すれば,樹 木のう

ける被害も微害でおさえられるであろう。

脱 糞 量

摂食量の調査と平行 して,脱 糞量を粒数と絶乾重量で求めた。セグロシャチホコの1令 幼虫の糞は

非常に小 さく,数 えることは困難で,ま た秤量 しなかった。各令別に1頭 当りの脱糞粒数,1日 平均

脱糞粒数を示すと表一4の ようになる。

Table4.Totalnumberoffrassandnumberoffrassofonelarvaperday

ateachinstar.

NumberIInstar

Sex°fT°tal

individuals123456-
a4‐1275(52)434<75)370(62)472(36)1551

Phaleraflavescensa1-253(51)409(69)341(57)241(49)430(36)1674

(1967)♀1-299(60)511(86)397(80)493(36)1700
♀4-239(45)1374(62)340(59)265(48)460(35)1678

aI31‐1258(55)1452(75)1328(55)1579(48)II1617

Phaleraflavescensa2-176(32)437(79)335(51)282(51)496(45)1726

(1968)♀5-257(56)432(77)333(52)554(46)1576
♀1-172(34)419(70)354(59)312(52)505(46)1762

a4-一 一170(24)290(33)1

♀4-一 一140(23)320(32)

aI61‐189(33)1.111(33)1135(48)1285(55)11620

皿 ♀6-92(33)137(41)162(54)335(61)716

♀1-36(12)104(26)91(46)123(41)322(54)676

Closteraa4-144(58)246(98)240(87)382(80)1012
.皿

anastomosts♀8-133(59)266(89)249(76)424(83)1072
■ ●

tr:stts32 -262(105)1258C103)311(124)1407(81)11238

b3‐227(76)1203(102)1222(111)1183(92)1378(76)11213N

PI21-1206(103)1256(102)1330(94)1396(79)111188

♀3-239(90)232(101)220(94)210(79)380(76)1281

aI61‐1191C72)1268C70)1286(64)1428C75)II1173
V ♀2 -206(82)313(70)313(63)414(64)1246

1日 平均脱糞粒数は脱皮前後の休眠期間をも加えて計算したので,摂 食活動中だけではさらに多 く

なる。

モンクロシャチホコの総脱糞粒数は,1令 が不明であるが,2令 以後では,5令 で幼虫を経過 した

もので も,6令 までのもので も,1550～1760の 範囲で,大 きな差はないようである。また,1日 平均

脱糞粒数は令により差があり,3令 時の脱糞が最 も多 く,最 終令が最 もす くない。 しか し,最 終令で

は蠕化前の約5日 間の不摂食期間を含んでいるので これを除 くと約80粒 になる。

セグロシャチホコでは,化 期によって総脱糞粒数に差がみられ,2～5化 期ではとくに,2化 期の

ものがす くない。また,1日 平均脱糞粒数も化期による差がみられる。幼虫日数の変化と同様に1日



当りの平均脱糞 粒数 に時期による変動 がみ ら

れ るよ うで,こ の1日 当 り平 均脱糞粒数 とそ

の令に相当する平均 温度 との関係 を示す と図

一2の よ うにな り,温 度に影響 されている こ

とがよ くわかる。

糞 の単粒絶乾重量 は,モ ンクロシャチホ コ

の最終令で8,0～11.4mg('67),5.7～7.5mg

('68),セ グ ロシャチホ コでは1.0～2。4mgと

大 きな差がみ られ る。前者が後者 に比べて糞

が大 きいことは幼虫 の大 きさか らもうなづ け

ることで ある。モ ンクロシャチホコで,飼 育

年で差があ らわれた ことは個体 差のほかに,

餌 の関係か飼育環境の違いか明 らかでない。

セ グロシャチホ コで も2倍 以上の差があ らわ

れ,両 種 と も個体差 は相当にあるよ うである。

1)モ ンクロシャチホコおよびセグロシャチホコの幼虫の摂食量と脱糞量との関係

各令別 に求めた摂食量と脱糞量との関係を各個体ごとにプロットすると,モ ンクロシャチホコでは図
8)10)10)

-3
,図 一4の よ う に な る 。 こ れ ま で に 求 め ら れ た,マ ツ カ レ ハ,ク ス サ ン,マ イ マ イ ガ 同 様 に,摂

食 量 と 脱 糞 量 と の 関 係 は 両 対 数 グ ラ フ 上 で 直 線 で 近 似 さ れ,雌 雄 で と く に 差 は み ら れ な い 。 各 関 係 式

は つ ぎ の よ う に な る 。

IogLa=0.9940810gD-077996(1967}・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…(1)

logLa=0.9511610gD-055593(1968)・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・…(2)

logLW=0.9850010gD十 〇〇9270(1967)......................................................(3)
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10gLw=0.9970210gD-1-0.14344(1968)......・ ・.….・・….….・ ・・・….・・.・.・..・..・・….・・.…(¢)

La:摂 食 葉 面 積cm2,Lw:摂 食 葉 絶 乾 重 量mg,1):脱 糞 絶 乾 重 量mg.

摂 食 量 を 葉 面 積 で あ ら わ し た 場 合 に は,餌 の 違 い に よ る 葉 の 厚 さ の 違 い な ど に よ り,バ ラ ツ キ も大

き く,異 な っ た 関 係 式 が 得 ら れ た(図 一3)が,葉 面 積 を 葉 重 量 に 換 算 す る と,葉 面 積 で 求 め る よ り

も 似 た 関 係 で 示 さ れ る。 し か し,餌 の 違 い で す こ し 関 係 式 に 差 が み られ,モ ン ク ロ シ ャ チ ホ コ は ソ メ

イヨシノを摂食 した方がその能率 は

よいよ うであ る。

セグ ロシャチホ コでの同様の関係

を雌雄 別に,各 化期,各 令で平均 し

た値 をプ ロッ トす ると図一5の よ う

にな る。 この関係式は

logLw=0.9425810gD

十〇.26487・ ・・・・・・・・…(5)

と な る。

この関係 は1～5化 期 の年 間の平

均 した ものと解すべ きで,各 化期別

にそれぞれ,個 体別 に,令 ごとにプ

ロッ トす ると図mの よ うにす こ し

ずつ違 いが み られ る。 これ らの関係

式 は

logL =0.9429810gD

十〇.20423

(1・ ・ 化 期)… …(・)Fig.4.C°rrelatdry-weightof'°nsbetweenfeedingleafdry-wefrassofblack-markedprominent'ghtand(Phalera

logZw=O.9385010gDflavescensBremeretGrey).

+・ ・2972791盤 、:male,d
ualbr,・d、 畿:female

(3化 期)… ……(7)PrunusjamasakuraSieb.,exKoidz.(1967)

10gL"=0.94502109DA:logLW=0.9850010gD十 〇・09270(3)
,PrunusyedomsisMatsum.(1968)
+0・24700B、[。gL

w=0.997021。gD+0.14344(4)

(4化 期)… ……(8)Lw:dryweightoffeedingleafinmg

lo9五"-0.9498610gD+0.19468(5化 期)(9)

と な る。

既知の食葉性害虫 の例 に もれず,雌 雄 による差 はみ られず,さ らに生育途 中で死 亡 した個体 も同 じ

関係を満足 して いる。各化期です こ しで はあるが差がみ られ ることは,初 期 の幼虫 ほど能率よ く餌を

利用 していた ことにな り,ま たいいか えれ ば,時 の経過 とともに,ポ プラの葉 は硬 くな り,さ らに質

的 に幼虫が利用で きな い ものがふ え,摂 食量 に対 して脱糞量が相対的 に多 くな った とも考え られ るが,

これに関 しては,は っきり した原因 はわか らない。

2)他 の 食葉性害虫 との比較

本調査には,モ ンクロシャチホ コ,セ グロシャチホ コとともに同条 件で,他 の食 葉性 害虫 を少 数個

体ではあ るが飼育 した。 すなわち,1968年 に は,4月 末 か らセ グロシャチホ コ,続 いて9月 か らモ ン

クロシャチホ コを飼育 したが,こ れ らの飼育 と平行 して,4月30日 か ら6月14日(セ グロシャチホ コ

1お よび2化 期に相当)ま で5頭 のマ イマ イガ(LymantriadisbarLinne)の 幼 虫(2令 か ら蠕 化

まで)を セグ ロシャチホ コに用 いた と同 じポプ ラの葉 で,さ らに9月8日 か ら10月12日 まで,5頭 の



リンゴケ ンモ ン(Apatedeincretata

Hampson)の 幼 虫 と2頭 のオオ ケ ン

モ ン(A.majorBremer)の 幼 虫を

モ ンクロシャチホ コに用 いたと同 じソ

メイ ヨシノの葉で個体飼育 した。

摂食量 はマイマイガの雌870～1440

cm2(4900～8200mg),雄520～540cm2

(3000～3100mg),リ ンゴケ ンモ ンは

420～760cm2(3000～5300mg),オ ォ

ケ ンモ ンは1160～1320cm2(7940～

9040mg)と な った。

この3種 の摂食量 と脱糞量 の関係 を

同時期 に飼育 した セグロシャチホ コお

よびモ ンクロシ ャチホ コの同様 の関係

と比較す ると,図 一7,図 一8の よ う

になる。図一7,図 一8で は,す で に

求 め た セ グロシャチホ コの1,2化

お よびモ ンク ロシ ャチホ コ で の 関 係

Fig.6.Correlationsbetweenfeedingleafdry-weightanddryweightoffrassofblack-back

prominentateachgeneration.

○:male,●:female,×:deadindividual

firstandsecondgenerations

A:logLw=O.9429810gD十 〇.30423..................................................................(6)

thirdgeneration

B:10g乙 四一 〇.9385010gD十 〇.29727(7)

fourthgeneration

C:logL四 軍0.9450210gD十 〇.24700(8)

fifthgeneration

D:10gL";0.9498610gD十 〇.19468(9)



式 に,そ れ ぞれ マイマイガ,リ ンゴケ

ンモ ン,オ オケ ンモ ン を プ ロッ ト し

た。

このよ うに,同 時期 に,同 じ餌 を与

え,同 条件で飼育 した2種(セ グ ロシ

ャチホ コとマイマイガ)と3種(モ ン

クロシャチホ コ,リ ンゴケ ンモ ンおよ

び オオケ ンモ ン)で,そ れ ぞれ ほとん

ど全 くといって いいほど,摂 食量 と脱

糞量 との関係が同 じで あったことは注

目すべ きことで ある。今 まで に,こ の

様 な同条件で同 じよ うに飼育 され た も

のの例が,こ の調査以外 には見 当 らな

いが,図 一7,図mの 結 果 か らで

は,同 樹種 を摂 食 した場合 に,そ の時

期 が同 じであれば,食 葉性害虫の種類

が違 っていて もその摂 食量 と脱糞量 と

の間に,同 じ関係式が得 られ るので は

ないか と推定 され る。 さらに,こ れま
8)10)

で に調 査 されたマ ツカ レハ,ク スサ ン
10)

お よび マイマ イガの結果 と比 べると,

摂 食 量 と脱糞量 との関係 式の勾配 は,

マ ツカ レハ は1.001,ク ス サ ン は

0.9341,マ イ マイガは0.8681で,そ

れ ぞれ の種 で,す こしず つ差 がみ られ

るよ うであ る。 しか し,そ の値 には大

きな差 はな く,ほ ぼ1ま たはそれ に近

い値 となってい るnま た本調査 のマイ

マイガとクヌギ葉で調査 したマイマイ

ガで差(ユの)がみ られ,こ れ には飼育年 の違

い もあるが,モ ンクロシャチホ コにみ

られた よ うに,餌 の違 いが原因で はな

いか と考え られ る。

幼 虫 の 体 重 と

摂 食 量 との 関 係

一般 に
,幼 虫 の体 が大 きい種類 はそ

の摂食量 も多 く,こ れ まで調査 された

各種で もそ の傾 向はみ ら れ る。 しか

し,幼 虫 の体重 と摂食量 の関係 と して

は調査 され たことはな く,食 葉性昆虫



の体重と摂食量 との間に何か一定の関係が得 られるな

らば,摂 食量の多少を幼虫の大 きさで推定することが

できるであろう。

調査個体はす くないが,モ ンクロシャチホコの幼虫

の体重を,1966年5頭,1967年3頭,1968年11頭,セ

グロシャチホコの3化 期および4化 期のものについて

測定 した。1968年 には,両 種とも別に飼育 していたも

ので,幼 虫の生重量と絶乾重量の関係を求め,調 査個

,体の生重量を絶乾重量に換算 した。

幼虫の体重と体重測定時までの摂食量との関係は図

一9の ようになった。

各点のバ ラツキは相当に大きいが,同 一種ではある

範囲の幅でほぼその勾配が1と なり,摂 食量は幼虫の

体重にほぼ比例していると考えられる。しかし,両 種

を比較すると,モ ンクロシャチホコが単位体重あた り

ではセグロシャチホコの4～5倍 も摂食 し,こ の幼虫

体重 摂食量の関係は食葉性昆虫の種類によって相

当に大きな差がみられる可能性が多いようである。

あ と が き

食葉性昆虫により林木がうける被害は,そ の摂食量

だけでな く,さ らに幼虫によって摂食活動にともなっ

て切 り落される量も含まれる。今回の調査ではとくに

その量を くわしくは求めなかったが,モ ンクロシャチ

ホコで は1966年3頭,1967年5頭 の計8頭 の調査 では,飼 育 ビンに切 りと られ残 され た葉 は摂食量 の

2～3割 とな った。 マツカ レハ の個体飼育の結 果で は,切 り落 され る量 は摂食量 の約4割 であ ったが,

ク ロマツ林内での リター トラップでの調査で は,こ れほ どで もないよ うであ る。広さ の限 られた飼育

ビン内で は,野 外での摂食活動 に比べてその行動 は相当に制約 され るであろ う。 この解決 のため には,

相 当 に大 きな飼育 ビンの使用が必要 とも考え られ,こ れ は今後の研究課題の一つで あろう。
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Résumé

  In order to know fully the effects of leaf-eating insects upon the growth of forest trees, it is 

important that defoliation by leaf-eating insects and their feeding be investigated. 

  With respect to this question, the authors deal with the results of individual breeding and 

feeding of the black-marked prominent (Phalera flavescens Bremer et Grey), the black-back pro-

minent (Clostera anastomosis tristis Staudinger), the gypsy moth (Lymantria dispar Linne), the large 

dagger moth (Apatele major Bremer) and the apple dagger moth (A.  incretata Hampson). These 

investigations were carried out from 1966-1968 at the Experimental Forest Station of Kyoto Uni-

versity : the black-marked prominent was bred on Prunus subhirtella var pendula  (Maxim.  ) Tanaka 

in 1966, on P. jamasakura Sieb., ex Koidz. in 1967 and on P. yedoensis Matsum. in 1968, and in 

1968, the black-back prominent and the gypsy moth were bred on Populus euramericana cv.  1-154, 

and the large dagger moth and the apple dagger moth were bred on P. yedoensis Matsum. 

  The results obtained from the investigations were as follows : 

1. In Kyoto, the eggs of the black-marked prominent hatched in August and after passing 

  through the larval stage in about thirty-five days they pupated in late September and early 

  October. After hibernating during the pupal stage, the adult moths emerged in the following 

 July and August (Table 1, Fig. 1). 

2. The black-back prominent had five generations from April to late September. The period of 

  their larval stage was  1523 days and that of the pupal stage  4-12 days (Table 1, Fig. 1). 

3. The larval stages of large dagger moths and apple dagger moths were almost the same as 

 the larval stage of black-marked prominents. They hibernated during the pupal stage. 

4. The larval stage of black-marked and black-back prominents terminated at the fifth or sixth 

 instar, but in the case of black-back prominents, a few individuals completed the sixth instar. 

 The emergence of males and females was about half and half in both species. 

5. The total feeding leaf area in  cm' and dry-weight in mg per larva were, for the male black-

 marked prominent,  730-890cm2,  5200-6200mg (P. jamasakura Sieb., ex  Koidz.  ),  680-770cm2, 

 4700'-5300mg (P.  yedoensis  Matsum.  ), and for the female,  920-1030cm2,  6400-7000mg  (P.  jama-

 sakura Sieb., ex  Koidz.  ),  600'-890cm2, 5000-6200mg (P. yedoensis  Matsum.  ). For the male black-

 back prominent, the values were 80-170cm2,  400-750mg, and for the female,  110-270cm2, 590 
 '-1200mg . This shows the feeding of males was smaller in quantity than the females. And 

 the total feeding leaf area and dry weight of the gypsy moth were for the male  520-540cm2, 

 3000-3100mg and for the female  870--1440cm2,  4900-8200mg ; for the large dagger moth  1160— 

 1320cm2,  7940-9040mg and for the apple dagger moth  420-760cm2,  3000-5300mg. 

6. The feeding at the last instar before pupation was the greatest, because in comparison with 

 the total, it amounted to about 80-90% in dry weight base for the black-marked prominent, 

 about  85-90% for the black-back prominent. Furthermore, the feeding during the last and the 

 previous instars was about  93^98% to the total in the black-marked prominent, about 96-98% 

 in the other. Therefore, the total feeding can be estimated from the feeding during the last 

 and the previous instars for these two species (Table 3). 

7. The high correlations between the feeding leaf (area and dry-weight) and dry weight of the 

 frass are shown through the straight lines on the logarithms, that  is  ;
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    black-marked prominent  (Figs.  3 and 4) 

    P. jamasakura  Sieb,  . ex Koidz. : 

    log  La=  O.  99408 log  D-0.77996 (1) 

    log  Lw=0.  98500 log  D+  0.  09270  (3) 

    P.  yedoensis Matsum. : 

    log  La=  O.  95116 log  D-0.  55593 (2) 

     log  Lw=  0.  99702 log  D+  O.  14344 (4) 

 La: the feeding leaf area in cm2 

 L.: the dry weight of feeding leaf in mg 

         D : the dry weight of the frass in mg 

It seems that there is a difference in allometric relations between P. jamasakura Sieb., ex Koidz. 

and P. yedoensis Matsum. 

    black-back prominent fed poplar (Fig. 6) 

    the first and second generations : 

     log  L.=  0.  94298  logD  +  O.  30423  (6) 

    the third generation : 

     log  L.=  0.  93850  logD  +O.  29727  (7) 

    the fourth generation : 

     log  L.=  0.  94502  logD  +  O.  24700  (8) 

    the fifth generation : 

     log  L.=  0.  94986  logD  +  O.  19468  (9) 

 Although there is a difference in allometric relations in almost all generations, the resulting lines 

 were almost parallel. These correlations can also be applied to dead individuals at the larval 

 stage as has been shown previously by studies done on the pine caterpillar (Dendrolimus spectabilis), 

 the gypsy moth and the camphor silk moth (Dictyoploca japonica) . 
8. When leaf-eating insects feed on the leaves of the same tree-species during the same time , 

 it seems that there is a high correlation between the feeding and the amount of the frass as 

 shown by the same straight line on the logarithms . These correlations were observed in the 
 following cases : the black-back prominent and the gypsy moth feeding on poplar from May 

 to June (Fig. 7), and the black-marked prominent , the larger dagger moth and the apple dagger 
 moth feeding on P.  yedoensis Matsum. from September to October (Fig. 8). 

9. It seems that the feeding is nearly proportional to the weight of a larva in the same 

 species. But there was a great difference observed between the species of the black-marked 

 prominent and the black-back prominent (Fig. 9).


